
令和5年度�地域⽇本語教育 研修� � 実践活動報告書

共⽣社会 実現 担 ⼈々 求 資質 �

⽬⿊区国際交流協会�(MIFA)�
協⼒会員�佐藤剛裕�

はじめに 

 今回 地域⽇本語教育 研修期間中 学 振 返 、地域 共⽣社会

実現 働 ⼈々 求 資質 何 ？ 問 、 深 認識 得
⾃分 課題 思 。地域⽇本語教育 関 ⼈材 求 資質能⼒
、 ⽂化審議会国語分科会� (2018,� 2022)� 論 、⽇本語教師
資格 有 者 中⼼ 視点 ⽴ 、 却 齟齬 産 、義永�

(2020)� 指摘 「⽴場 役割 違 対⽴ 分断 ⽣ 出 可能性」 「教師 経済的
⼈的資本 搾取 燃 尽 可能性」 産 出 思 。�
 例 、今回 研修 通 、多 ⾃治体 「地域⽇本語教育 」 名 ⽴場
動 ⽇本語教育⼈材 、実際 ⾮常勤 待遇 、充分 権限 委譲
⽴場 職務 担当 多々 。 研修受講者 対 、為政
者 要求 通 、⽬ ⾒ 数値⽬標 達成 短期的 成果 上 強調
⾔説 ⼤ 違和感 覚 。�
  ⽇本語教育 質 維持向上 議論 積 重 関 、
「今 質 量 ⼤事 」 ⾔葉 聞 、学習者数 ⽀援員 数 増

単純 量 、 割 単純 費⽤対効果 何
気 。�

目黒区国際交流協会(MIFA)での実践活動�

� 私 2年間参加 ⽬⿊区国際交流協会(MIFA) 、 ⽀援員 表現活動 中⼼
地域型初級教材 ⽤ ⽇本語学習⽀援 ⾏ 「 」 、 ⽀援

員 学習者同⼠ 会話 交流 ⾏ 「会話 」、 料理教室 町歩 課外 ⽂化交
流活動 三 柱 、⽇本語学習者 ⽀援者 参加
。 活動 全般 、⽇本語教師 有資格者 、資格 持 ⽀

援員 同 待遇 ⽀援 担当 MIFA 活動 特⾊ 。 地域 学 交流
場 、階層構造 平⾯上 捉 、⽀援者間 学習者 間 権威勾配 極⼒発

⽣ 配慮 反映 思 。
　私 参加 「 � 」 、学期中 週⼀回90分

個⼈ 提供 。⼤阪府教育庁 発⾏ 地域型初級⽇本語教材『 � �
』 主教材 産出活動 中⼼ 、段階的 『 』 『 』 部

分的 組 合 試 、学習者 多様 学習傾向 合 ⽀援 ⾏ 。�
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 ⽀援者内部 実践共有 、毎回 ⽀援 30分 振 返
⾏ 、 授業記録 共有 、 ⼆ ⽉ ⼀回程度
佐藤 講師役 担当 ⾃主勉強会 開催 。 、専⾨⽤語 ⽤

気 、第⼆⾔語習得理論 社会⽂化的 最新 知⾒ 部分 〈
〉(庵,� 2022) 共有 ⽬指 。 実践 共有 対話 相乗

効果 上 、⽇本語教師資格 持 ⽀援員 、⼤学 研究者達 ⽐ 遜
⾊ ⾼度 問題意識 持 、⽇本語教師以上 ⾼ 多⽂化間能⼒ 柔軟 対応能⼒ 発揮 ⾒
事 ⽇本語学習⽀援 ⾏ 、学期末 学習者 勉強会後 ⽀援者

実感 。⽇本語教師 資格 、⽇本語学校 教授経験 必
地域⽇本語教育 有効 ⾔ 感 。�

考察�

� ⽇本語教師資格 ⽇本語学習⽀援員 区別 ⽅法 、⽇本語教師資格 国家資格化
取得 困難 状況 、充分 ⼈員 確保 懸念 。同
、 職 ⾔ 。⽂化審議会国語分科会� (2022) 「地域 ⽇本語教育

担 ⼈材 」 項⽬ ⾒ 、⽇本語教師資格 持 教室運営 業務
⾏ ⼈材 存在 完全 捨象 ⼤ 問題 。⽇本語教師 、
外国⼈向 ⽣活⽀援担当 経験 積 多⽂化共⽣ 職 、地域

・社会統合 視点 ⽴ 教室運営 関係諸機関 連携調整 場⾯ 、 能
⼒ 発揮 ⼈材 多 着⽬ 。⽇本語教室 必

⽇本語教師資格 持 必要 。 、⽇本語教育 ⾼度 専⾨性 持 ⼈材 、
教室 質 維持向上 学習⽀援員 育成 部分 注⼒ 効率

、 ⼈員 、 搾取 、 正当 報酬 雇⽤
。 分業体制 上⼿ 機能 、⽇本語教師資格 有 学習⽀援員

、限 時間内 B1 ⼿ 届 学習⽀援 実施 ⼗分 可能 。�
 義永(2020) 「専⾨的 学習共同体」 、⽇本語教師資格 関 、地域 多
⽂化共⽣ ⽇本語教育 携 専⾨職 形成 。 、⽇本語教育 専⾨職
越境的 連携 取 学 、関係諸機関 、他領域 教育実践研究者 ⼼理
職 ⽅々 思 。 政策 、地域⽇本語教育 携 ⼈材 資質能⼒ 属⼈的

、均質 交換可能 量的 拡充 図 動 取 対
、神吉(2022) ⾔ 層 充分 専⾨性 発揮 、 的

教育実践 ⾔説 産 出 有効 。 、⽇本語教師 ⽇本語教
育 枠 重要 考 。�
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